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２００３年世界保健機関（ＷＨＯ）国際分類ファミリー（ＦＩＣ）

戦略会議及び協力センター長会議
（World Health Organization Family of International Classifications

Strategic Planning Meeting & Meeting of Heads of WHO Collaborating Centers
for the Family of International Classifications)

１ 期 日 2003 年 10 月 18 日（土）～25 日（土）

２ 開催場所 ドイツ国、ケルン市

３ 出 席 者 厚生労働省大臣官房統計情報部 人口動態・保健統計課

疾病傷害死因分類調査室長 木村もりよ

４ 会議の沿革

本会議は、ＷＨＯがほぼ 10 年毎に作成し公表している国際疾病分類（ＩＣＤ）

に関して、ＷＨＯが認定した協力センター等（13 ヶ国）の担当者等が年１回集まり、

ＩＣＤの技術的及び施策的な諸問題について意見交換を行い、ＷＨＯへの提言をま

とめるものである。我が国で現在使用している「疾病、傷害及び死因分類」（総務

庁告示第 75 号 平成 6 年 10 月）は、ＷＨＯが 1990 年に作成し公表した「疾病及び

関連保健問題の国際統計分類 第 10 回修正（ＩＣＤ－10）」に準拠して作成されて

いる。

なお、2001 年に、ＷＨＯは、ＩＣＤを補助する目的で作成した障害に関する分

類（国際生活機能分類）を公表したのに伴い、ＩＣＤ、国際生活機能分類（ＩＣＦ）

及びそれらに関連する分類の充実と施行をはかることを目的として、本会議の名称

を従来の「ＷＨＯ国際疾病分類（ＩＣＤ）協力センター長会議」から「ＷＨＯ国際

分類ファミリー（ＦＩＣ）協力センター長会議」へと変更している。

５ 会議内容

２００３年ＦＩＣセンター長会議では、以下の議題が検討された。昨年度まで、

個別に議論されたＩＣＦは、すべての委員会の中で討議されることになった。

①国際分類ファミリー充実のための体制の構築等に関する行動計画案の作成に

ついて

②国際分類ファミリーの啓発・普及について

③国際分類ファミリーの一部改正について

④国際分類ファミリーの電子媒体等の開発について

⑤国際分類ファミリーに基づく死因及び疾病コーダーの育成・認定及び医師のＩ

ＣＤ－10 トレーニングについて

⑥国際疾病分類（ＩＣＤ－10）の大幅改正の可能性について
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WHO 国際分類ファミリーセンター(2003.10 月現在）

アメリカ合衆国：国立保健統計センター

イギリス ：全国統計局

オーストラリア：オーストラリア国立保健福祉研究所

オランダ ：国立公衆衛生環境研究所

クウェート ：公衆衛生省統計・医療記録部

ドイツ ：ドイツ医療統計研究所(2003 年から）

ブラジル ：サンパウロ大学公衆衛生学教室

フランス ：国立衛生・医学調査研究所

ベネズエラ ：ベネズエラ疾病分類センター

北 欧 ：スウェーデン国ウプサラ大学病院社会医学部

中 国 ：北京医科大学病院

ロシア ：セマスコ科学調査研究所

＋日本（オブザーバー）
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